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近年、北海道でも人気が高い、ハンギングバスケットの
講習会が、５月11日、まくべつ女性ネットワーク主催によ
り西猿別のフラワーステーション山中で行われました。
15人の参加者が、ハンギンングバスケットマスターの山

中のり子さんによる指導のもと、ペチニアを使って色鮮や
かなハンギングバスケットをつくりました。

花を飾って笑顔も咲かそう
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●蝦夷文化考古館�
　アイヌ文化の貴重品が720
点展示されています。�

●スマイルパーク�
　百年記念ホールやパー
クゴルフ場、スポーツ
センター、フラワーガ
ーデン、芝生広場があ
ります。�

●十勝川水系河川緑地�
　ゴルフ、パークゴルフ、野球、
サッカー、テニス、バスケなど
が楽しめます。�

●コムロ画廊�

●�
武田伸一ギャラリー�

●幕別温泉パークホテル�

●国際ゴルフ場�

●いなほ公園�
　総延長200メート
ルの水路と園内を
見渡せる物見台が
特徴の公園です。�

　　●�
水田発祥の地碑�

●ふるさと館�
　開拓時代が再現されています。�
　イトウの泳ぐ姿が見られます。�
●幕別温泉ホテル緑館�
●焼肉ガーデン�
●若山牧水の碑�
　宮崎県東郷町生まれの若山牧水
がここに滞在したのを記念して
建てられました。�
●依田公園�
　見て、食べて、遊んでができる
公園です。�

●十勝正直村�
　四季折々の花が楽しめます。夏
から秋に咲く数十万本のヒマワ
リは圧巻。�
●十勝カルメル会修道院�
　平成２年に道東初めての修道院
として活動を始めました。�

●ぬかないポニーファーム�
　乗馬体験できる施設とし
て人気です。�

●百姓（笑）庵�
　ソバを生産する農家
が集まって作った手
打ちそばのお店です。�

●少年自然の家�
　今年度、新和から糠内に移転しま
した。子どもたちが、自然の素晴
らしさを体験できる場所です。�

●カシュニリゾート�
　食と憩いと酪農を
テーマにしたファ
ームリゾートです。�
●柏の大木�

●ふるさと味覚工房�
　アイスクリームや
ソーセージ作りが
体験できます。�

●町営育成牧場�
　４haの広大な草地をもつ
牧場。展望東屋からは大
雪山系を見渡せます。�

●十勝軽種馬農協�
　十勝種馬場�
　ギャロップダイ
ナ、ハクタイセ
イ。競馬ファン
が泣いて喜ぶ名
馬に会えます。�

●運動公園�
　12年度にオープンした野球場をは
じめ、運動施設が充実しています。�
●発祥の地記念碑�
●クロニクル・スパイラル�
　先人の苦労と未来にむけて発展す
るエネルギーを示すモニュメント�

●咾別神社かかし祭り�
　９月上旬に行われ、毎年、世相
を反映した、かかしが並びます。�

●明野ヶ丘公園�
　25haの中にパークゴルフ場、スキー場
などがあります。展望施設「ピラ・リ」
から雌阿寒岳・雄阿寒岳も見えます。�

●童馬山房�
　土井博詞館�

●新田の森記念館�

いかんべつ�

●札内北公園�
　緑と水の憩いの
公園です。�

●まくべついちご園�

「まくべつの楽しいところ、教えてください！」そんな声に�
お応えして、今月は幕別町の見る・遊ぶ・食べる所を紹介します。�
あなたの好きな幕別を見つけてください。�

Ｎ�

●千代田えん堤
秋にはクレーン車で
アキアジをとります。

アイヌ語で「偉大なる崖」の意味のピラ・リ。
崖と大地の目をイメージしています

毎年恒例ミニスキージャンプ大会は、見て
いるだけでもストレス解消間違いなし！

名　称

つつじコース
サーモンコース
さくらコース
新田の森コース
エルムコース
ちろっとの森コース（東）
ちろっとの森コース（西）
はらっぱ36コース
俳句村コース
牧水の森コース
糠内やまびこコース

所在地

運動公園内
猿別川河川敷
明野ケ丘公園内
新田の森内
白人公園内
スマイルパーク内
スマイルパーク内
札内川河川敷
依田公園内
依田公園内
糠内農村公園内

ホール

18
18
18
18
18
18
18
36
18
18
36

休　み

木
木
水
月
月
水
水
火
火
火
火

距　離

727
981
726
842
759
1000
718
1993
728
625
1606

地域のお年寄りと子供
たちの交流の場である
途別公区のパークゴル
フ場あかしやコース。
５月上旬は一面たんぽ
ぽのじゅうたんでした

桜が満開の俳句村コース。今年は開花がゴールデンウ
イークと重なり、多くの人でにぎわいました

フラワーガーデンで美しい花を見ながら、
芝生広場でゆっくりくつろげます

パークゴルフで遊ぼう！

ハルニレと巨岩を
中心にカラマツの
丸太3600本、れん
が約15万個を使
用しています。モ
チーフは猿別川の
渦です

百年記念
ホール前
の広場で
は、秋に
産業まつ
りが行わ
れにぎわ
います
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明
が
、
出
前
講
座
の
主
目
的
で
す
の

で
、
苦
情
や
要
望
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

会
場

幕
別
町
内
に
限
り
ま
す
。
会

場
の
予
約
、
準
備
等
は
講
座
を
申
し

込
む
団
体
等
で
お
願
い
し
ま
す
。

時
間

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

９
時
ま
で
の
間
、
90
分
以
内
で
講
座

の
説
明
や
質
疑
が
終
了
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
た
だ
し
、
や
む
を
得

な
い
場
合
は
、
日
時
を
調
整
し
ま
す

の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

経
費

会
場
費
等
の
経
費
は
、
団
体

等
が
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。
町
職
員

の
派
遣
と
資
料
等
の
経
費
は
、
町
が

負
担
し
ま
す
。

申
込
方
法

団
体
等
の
代
表
の
方
が

開
催
希
望
日
の
約
１
カ
月
前
ま
で
に

申
込
書
を
企
画
室
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
企
画
室
、
札
内
支

所
、
糠
内
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は

企
画
室
（
56

６
６
１
０
）
へ
、
お

気
軽
に
ど
う
ぞ
。

町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
へ
の

行
政
情
報
の
公
開
や
提
供
を
積
極
的

に
進
め
、
み
な
さ
ん
と
行
政
と
の
協

働
に
よ
る
、
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
そ
の
手
法
の
一
つ
と
し

て
、
町
職
員
が
み
な
さ
ん
の
所
へ
出

向
き
、
町
の
仕
事
や
内
容
を
お
話
す

る
の
が
「
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」

で
す
。
出
前
講
座
の
申
込
方
法
や
お

願
い
事
項
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

対
象

町
内
に
住
ん
で
い
る
、
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
５
人
以
上

の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
が
行
う
集
会
な

ど
の
場
に
、町
職
員
が
出
向
き
ま
す
。

な
お
政
治
お
よ
び
宗
教
、
営
利
を
目

的
と
し
た
集
会
等
は
、
除
き
ま
す
。

講
座
内
容

下
記
の
と
お
り
で
す
。

下
記
の
中
に
な
い
も
の
に
つ
い
て
も

可
能
な
限
り
対
応
し
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
説
明
を
す
る

職
員
の
担
当
外
の
質
問
に
は
、
そ
の

場
で
お
答
え
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
町
の
仕
事
や
制
度
の
説

長
谷
川
　
完
さ
ん

明
治
35
年
５
月
15
日
生
ま
れ

千
葉
県
で
生
れ
た
長
谷
川
さ

ん
は
、
東
京
歯
科
大
学
を
卒
業

さ
れ
、
昭
和
39
年
か
ら
７
年
間
、

中
札
内
村
で
開
業
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
昭
和
48
年
に
現

在
の
住
所
に
移
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

食
べ
物
は
何
で
も
食
べ
る
と

い
う
長
谷
川
さ
ん
は
、
空
気
が

き
れ
い
で
、
人
情
豊
か
な
十
勝

が
大
好
き
だ
そ
う
で
す
。

奥
様
の
あ
さ
さ
ん
は
、
96
歳

と
い
う
、
長
寿
の
ご
夫
婦
で
す
。

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ�

６
月
１
日
か
ら�

始
め
ま
す�まち�

づくり�出前�講座�
町
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

5
人
以
上
集
ま
る
所
に

職
員
が
説
明
に
行
き
ま
す

開
催
の
準
備
等
は

み
な
さ
ん
で
お
願
い
し
ま
す

地
方
財
政

行
政
改
革

情
報
公
開

町
税
と
納
税
の
仕
組
み

市
町
村
合
併

広
報
紙
のつ

く
り
方

幕
別
町
の
農
業
の
姿

Ｂ
Ｓ
Ｅ
の

正
し
い
知
識

農
地
法
の
概
要

ご
み
分
別
収
集

交
通
安
全
教
室

都
市
計
画
全
般

都
市
計
画
区
域
内

の
土
地
利
用

開
発
行
為
許
可
制
度

水
道
・
下
水
道
の
話

学
校
週
５
日
制

に
向
け
た

取
り
組
み

介
護
保
険
制
度

高
齢
者
福
祉
制
度

成
人
の
歯
科
保
健

Ｃ
型
肝
炎
につ

い
て

防
災
講
話

救
命
手
当
て

地
方
財
政
の
仕
組
み
や
町
の
予
算
な
ど

行
政
改
革
の
計
画
内
容
や
進
ち
ょ
く
状
況

情
報
公
開
制
度
や
個
人
情
報
の
保
護
な
ど

町
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
、
課
税
の
仕
組
み

市
町
村
合
併
に
関
す
る
国
の
考
え
方
と
町

へ
の
影
響

初
め
て
の
方
を
対
象
に
、
文
字
使
い
や
編

集
、
校
正
の
仕
方

農
家
戸
数
、
耕
地
面
積
、
生
産
額
な
ど
、

幕
別
町
の
農
業
の
現
状

Ｂ
Ｓ
Ｅ
に
つ
い
て
理
解
す
る
た
め
、
現
時

点
で
の
知
見
お
よ
び
情
報

農
地
の
売
買
お
よ
び
貸
借
の
方
法
等
に
つ
い
て

具
体
的
な
ご
み
の
分
別
の
仕
方

交
通
安
全
の
ル
ー
ル
等
の
指
導
と
実
技
講
習

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
街
路
計
画
・

公
園
計
画
に
つ
い
て

都
市
計
画
の
理
念
や
用
途
区
域
と
建
築
規

制
に
つ
い
て

開
発
行
為
の
必
要
性
や
内
容
に
つ
い
て

上
水
道
・
下
水
道
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す

地
域
と
の
交
流
、
自
然
に
親
し
む
授
業
な

ど
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
や
児
童
・
生
徒

の
社
会
体
験
活
動
な
ど
に
つ
い
て

制
度
の
仕
組
み
と
要
介
護
認
定
の
申
請
か

ら
利
用
方
法
等

訪
問
給
食
サ
ー
ビ
ス
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
、

い
き
い
き
エ
ン
ジ
ョ
イ
教
室
に
つ
い
て

成
人
の
歯
科
と
正
し
い
歯
磨
き

Ｃ
型
肝
炎
っ
て
何
？
　
早
期
発
見
と
治
療

の
重
要
性
に
つ
い
て

地
震
、
大
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
出

火
防
止
の
心
構
え

い
ざ
と
い
う
時
の
救
命
手
当
て
に
つ
い
て

総
務
課

税
務
課

企
画
室

農
林
課

農
業
委
員
会

町
民
課

都
市
計
画
課

水
道
課

教
育
委
員
会

保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー

消
防
署

講

座

名

担
当
課

講
　
座
　
内
　
容

み
な
さ
ん
は
町
の
仕
事
や
制
度
に
つ
い
て
「
知
り
た
い
、

聞
き
た
い
」
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
５
人

以
上
が
集
ま
る
所
に
町
職
員
が
出
向
き
、
説
明
す
る

『
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
』
を
６
月
１
日
か
ら
始
め
ま
す
。

お申し込み・お問い合わせは企画室へ（54－6610）

長年にわたり育林・造林
など森づくりに貢献された
北町の増田定滋さんは、お
父さんの貞次郎さんも叙勲
されており、親子２代続け
ての受章となります。

増田さんは「親子２代で
受章したのは嬉しいというより、びっくりしていま
す。今回の受章は、上司や先輩、同僚、後輩にお世
話になりながら、長い間、山一筋できたおかげだと
思います。自分だけの力では受章できませんでした」
と感謝していました。

増田さんは昭和11年忠類村で生まれ、昭和52年に
忠類中学校を卒業後、池田林務署幌内造林作業所に
入所しました。

現在は、土日にグリーンインストラクター、ポロ
シリ森林探検隊の指導員として森林に親しみながら
小学生などに山の花や木、虫、小鳥について指導し
ています。休みの日には、奥さんと一緒に山菜採り
に出かけたりもしています。

勲
六
等
瑞
宝
章

増
田
　
定
滋
さ
ん
（
65
）

郵政事業に53年間貢献さ
れた旭町の高山悌次さん
は、昭和55年から平成12年
に退職されるまでの20年
間、幕別郵便局長を務めら
れ、幕別町の発展に大きく
寄与されました。

幕別郵便局長時代を振り返り高山さんは「当時は、
みんなが血気盛んで、いろいろと苦労もありました
が、職員の頑張りや寛大な地域の方々の協力で、乗
り越える力を得ました」と感謝していました。

高山さんは昭和７年池田町高島生まれで、幼少の
頃は豊頃町で過ごしました。昭和23年に札幌逓信

ていしん

講
習所を卒業し、昭和50年には大津郵便局長を務めら
れました。「大津郵便局長に赴任した時に、十勝初
の開局100周年を迎えたのが印象深いです」と話さ
れました。

平成13年からは旭町第２公区長を務められていま
す。「これからは、お世話になった地域に恩返しを
していきたい」と意欲を語られました。

勲
五
等
瑞
宝
章

高
山
　
悌
次
さ
ん
（
70
）

高
畠
か
ず
い
さ
ん

明
治
35
年
５
月
10
日
生
ま
れ

何
で
も
よ
く
食
べ
、
酢
の
物

が
好
物
と
い
う
高
畠
さ
ん
は
、

６
歳
の
時
に
富
山
県
か
ら
幕
別

町
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
富
山
に

住
ん
で
い
た
時
の
住
所
を
、
今

で
も
し
っ
か
り
覚
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

目
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
高

畠
さ
ん
は
、
い
つ
も
茶
の
間
に

座
り
、
テ
レ
ビ
を
見
る
の
が
楽

し
み
で
、
野
球
や
大
相
撲
中
継

を
よ
く
、
見
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

おめでとうございます
春の叙勲に町内から２人

糠内の高畠かずいさんと、あかしや町の長谷川完
かん

さんが満100歳の誕
生日を迎えられました。
明治から平成と４つの時代を生きてこられた２人の方に、５月10日

に岡田町長が町からの記念品を贈り、ご長寿をお祝いしました。

100歳おめでとうございます
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0 5 10 15 20 25 30

総務費�

�

民生費�

�

衛生費�

�

農林業費�

�

商工費�

�

土木費�

�

消防費�

�

教育費�

�

公債費�

�

職員費�

�

その他�

予算現額�
136億58万円�

15億6,760万円�
14億3,630万円（91.6％）�

4億9,277万円�
4億6,946万円（95.3％）�

10億3,005万円�
10億172万円（97.2％）�

4億1,850万円�
4億419万円（96.6％）�

26億5,560万円�
23億224万円（86.7％）�

5億1,221万円�
5億1,173万円（99.9％）�

1億7,949万円�
1億7,106万円（95.3％）�

11億6,502万円�
10億7,366万円（92.2％）�

25億749万円�
23億4,377万円（93.5％）�

20億5,335万円�
20億4,946万円（99.8％）�

支出済額�
127億1,782万円�
�
執行率93.5％�

10億1,850万円�
9億5,423万円（93.7％）�

平成13年度予算の3月31日現在

の執行状況がまとまりました。

ここでは、一般会計をはじめ特別

会計をまとめてご紹介します。なお、

この執行状況は決算額ではありません。

平成13年度予算の決算額は、5月

31日までの出納整理期間があるた

め、その後にまとまります。ご了承

ください。

財産の状況　　　　　　　

区　分

行政財産

普通財産

合　計

土　地

10,860,854

263,991

11,124,845

建　物

170,718

2,207

172,925

・有価証券　　　　　 6,053万円
・出資による権利　　80,971万円

平成13年度

を
お知らせします

平成14年3月31日現在

基　　金　　　　　　　　　　　　　 （単位：万円）

区　　　　分
国 民 健 康 保 険 基 金
介 護 保 険 円 滑 導 入 基 金
介 護 給 付 費 準 備 基 金
奨 学 資 金 積 立 基 金
財 政 調 整 基 金

現　　　金
土　　　地

勤 労 者 生 活 資 金 貸 付 基 金
小規模企業振興資金貸付基金
教 育 施 設 建 設 基 金
減 債 基 金
福 祉 推 進 基 金
代 替 輸 送 確 保 対 策 事 業 基 金
図 書 館 図 書 整 備 基 金
ふ る さ と 創 生 事 業 基 金
河 川 緑 化 整 備 事 業 基 金
酪 農 振 興 基 金
少 子 化 対 策 基 金

現　　　金
不　動　産

残　高
0
0

5,927
2,011
90,300
38,334
10,251
447
615
882

117,692
43,070
430
6,400
10,000
14,282
7,288
0

337,678
10,251

土 地 開 発 基 金

合 　 　 　 　 計

051015202530

町税�
21億3,017万円�
20億5,689万円（96.6％）�

地方譲与税等�
8億2,325万円�
8億2,321万円（100.0％）�

分担金�
負担金等�

4億1,751万円�
3億5,688万円（85.5％）�

諸収入�
11億1,146万円�
10億4,980万円（94.5％）�

国庫支出金�
8億1,752万円�
5億7,179万円（69.9％）�

道支出金�
4億7,092万円�
2億8,515万円（60.6％）�

繰入金�
1億6,513万円�
1億6,517万円（100.0％）�

1億2,962万円�
1億3,350万円（103.0％）�

町債�
15億120万円�
2,050万円（1.4％）�

財産収入�

予算現額�
136億58万円�

収入済額�
114億9,669万円�
�
執行率84.5％�

地方交付税�
60億3,380万円�
60億3,380万円（100.0％）�

一 　 般 　 会 　 計歳　入 歳　出（単位：億円） （単位：億円）

一時借入金の状況　　　（単位：万円）

国民健康保険会計

老 人 保 健 会 計

介護保険特別会計

簡 易 水 道 会 計

営農用水道会計

公共下水道会計

公共用地取得会計

個別排水処理会計

160,000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

160,00

一般会計

水 道 事 業 会 計

合　計

特
　
別
　
会
　
計

町で借りているお金　　（単位：万円）

区　　分

一 般 会 計

国民健康保険会計

老 人 保 健 会 計

介護保険特別会計

簡 易 水 道 会 計

営 農 用 水 道 会 計

公 共 下 水 道 会 計

公共用地取得会計

個別排水処理会計

水 道 事 業 会 計

合　　計

金　額

2,026,220

0

0

0

71,440

0

905,991

0

39,130

263,869

3,306,650

特別会計予算執行状況　　　　　　　　　（単位：万円、％）

国民健康保険会計

老 人 保 健 会 計

介護保険会計

簡 易 水 道 会 計

営農用水道会計

公共下水道会計

公共用地取得会計

個別排水処理会計

211,978

250,024

949,863

25,007

723

250,921

392

18,268

192,073

234,480

865,892

9,077

702

203,595

392

7,477

190,030

233,738

855,540

20,420

685

241,208

382

17,503

90.6％

93.8％

91.2％

36.3％

97.1％

81.1％

100.0％

40.9％

89.6％

93.5％

90.1％

81.7％

94.7％

96.1％

97.4％

95.8％

予算現額

（前年度繰越含む） 収入済額 執行率 支出済額 執行率

歳　入 歳　出
区　分

水道事業業務報告　　　　　　　 （単位：万円、％）

収　入
支　出
収　入
支　出

予算額
47,731
57,989
11,912
30,343

執行額
48,081
57,642
11,938
30,313

執行率
100.7％
99.4％
100.2％
99.9％

給水人口　20,380  人　　　総給水量　2,330  千K

収益的

資本的

項　　目

町税の状況　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円、％）

区　　分

1.町民税

2.固定資産税

3.軽自動車税

4.町たばこ税

5.入湯税

6.特別土地保有税

合　　計

予算額

94,798

97,425

2,961

15,184

1,095

7

211,470

調定額

104,648

113,935

3,281

16,553

1,092

736

240,245

収入済額

88,670

97,148

3,022

15,689

1,084

73

205,686

収納率

84.7％

85.3％

92.1％

94.8％

99.3％

9.9％

85.6％

分担金負担金等の内訳　　　　　 （単位：万円、％）

分担金及び負担金
使用料及び手数料
寄付金
繰越金

地方譲与税
利子割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
国有提供施設等所在市町村助成交付金
交通安全対策特別交付金
地方特例交付金

予算
17,267
18,685
976
4,823

予算
27,342
9,555
20,973
4,225
11,486
20
600
8,124

収入済額
11,757
18,530
578
4,823

収入済額
27,342
9,555
20,973
4,225
11,486
20
596
8,124

執行率
68.1％
99.2％
59.2％
100.0％

執行率
100.0％
100.0％
100.0％
100.0％
100.0％
100.0％
99.3％
100.0％

お問い合わせは�
総務課財政係�
54－6608まで�

地方譲与税等の内訳　　　　　　 （単位：万円、％）

・土地建物　　　　　　　（単位：㎡）



9 8

前
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
予
算
の
執
行

状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
町
の
大
切
な

自
主
財
源
で
あ
る
、
税
金
や
使
用
料

な
ど
の
収
納
の
現
状
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

町
の
お
金
の
使
い
道
は
町
民
の
み

な
さ
ん
の
要
望
か
ら
、
公
益
性
が
高

い
も
の
、
緊
急
性
の
あ
る
も
の
な
ど

の
基
準
で
決
め
て
い
ま
す
。

町
の
予
算
も
例
え
ば
、
税
金
を
１

０
０
万
円
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
決

め
て
も
、
そ
の
う
ち
95
万
円
し
か
納

入
し
て
い
た
だ
け
な
け
れ
ば
、
95
万

円
分
の
仕
事
し
か
で
き
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

収
納
率
の
現
状

図
１
の
よ
う
に
、
こ
の
10
年
間
で

国
民
健
康
保
険
税
を
除
く
町
税
の
収

納
率
は
１
・
77
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま

し
た
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
に

つ
い
て
は
、
４
・
02
ポ
イ
ン
ト
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
営
住
宅
料
、
常
設
保
育
所
保
育

料
等
の
料
金
全
体
で
は
８
・
58
ポ
イ

ン
ト
減
少
す
る
な
ど
、
町
税
・
料
金

と
も
に
収
納
率
の
低
下
傾
向
が
続
い

て
い
ま
す
。

収
納
率
の
低
下
は
、
不
況
の
影
響

に
よ
る
企
業
の
倒
産
、
リ
ス
ト
ラ
で

収
入
が
減
っ
て
い
る
等
の
社
会
的
な

要
因
が
一
因
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
、負
担
し
て
い
た
だ
く
税
金
は
、

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
を
除
き

納
め
る
方
の
所
得
に
よ
っ
て
金
額
が

決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
所
得
が
減

れ
ば
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
も
減
り

ま
す
。

料
金
に
つ
い
て
も
一
部
を
除
き
所

得
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
収
入

の
減
少
は
、
料
金
の
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
近
年
は
、
不
況
や
リ

ス
ト
ラ
な
ど
で
一
時
的
に
生
活
が
苦

し
く
な
っ
た
と
い
う
以
外
の
理
由

（
無
計
画
な
支
出
や
収
入
に
見
合
わ

な
い
遊
興
費
へ
の
支
出
等
）
で
、
税

金
等
を
お
支
払
い
た
だ
け
な
い
場
合

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
税
・
料
金
等
の
公
平
な

負
担
の
た
め
に
、
助
役
を
本
部
長
と

し
て
徴
収
業
務
を
担
当
す
る
８
課
で

構
成
し
た
町
税
及
び
使
用
料
等
収
納

率
向
上
推
進
本
部
を
本
年
１
月
に
設

立
し
収
納
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

徴
収
方
針
の
抜
本
的
改
革

従
来
の
徴
収
業
務
は
、
納
入
の
相

談
、
臨
戸
訪
問(

お
宅
へ
の
訪
問)

、

呼
出
、
電
話
催
告
等
の
方
法
で
行
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
滞
納
し
て

い
る
方
に
直
接
お
会
い
し
、
そ
の
事

情
を
考
慮
し
分
割
に
よ
る
納
入
を
進

め
る
た
め
の
も
の
で
す
。

し
か
し
、
従
来
の
方
法
で
は
完
納

に
至
ら
な
い
方
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
毎
年
新
し
く
か
か
る
税
金
分
す

ら
減
ら
な
い
よ
う
な
状
態
の
方
も
い

ま
す
。

そ
こ
で
今
後
は
、
分
割
納
入
誓
約

に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
な
計
画
で
納

入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
現
年
分
に
つ
い
て
は
、
１
年
以
内

で
の
完
納
を
目
指
す
。

・
過
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
現
年
度

分
を
納
入
し
な
が
ら
滞
納
額
を
２

年
以
内
で
完
納
す
る
。

資
力
が
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
分
割

納
入
誓
約
を
守
ら
れ
な
い
場
合
は
、

強
制
執
行
を
表
１
の
と
お
り
実
行
い

た
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
方
針
を
定
め
た
の
は
、

窓
口
納
付
・
口
座
振
替
を
利
用
い
た

だ
き
、
完
納
さ
れ
て
い
る
９
割
以
上

の
み
な
さ
ん
と
の
「
公
平
な
負
担
」

の
原
則
を
守
る
た
め
で
す
。

従
前
も
滞
納
整
理
を
実
行
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
こ
の
方
針
に
よ
り
さ

ら
に
毅
然
と
し
た
姿
勢
で
望
ん
で
い

き
ま
す
。

80
82
84
86
88
90
92
94
96
98
100

99.04

98.1798.17

96.24

97.27

96.24

97.27

92.2292.22

89.5989.59

H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12

税・使用料過去10年間の収納率推移（図１）�

税�
国民健康保険税�
使用料�

表１　強制執行の方針

①税金

地方税法の定めにより財産・給料等の
差押
②国民健康保険税

地方税法の定めにより財産・給料等の
差押
被保険者資格者証の交付
短期被保険者証の交付
③水道使用料

給水条例に基づく給水停止
④公営住宅使用料

住宅の明渡し請求と連帯保証人への保
証債務履行の請求
⑤介護保険料

給付の制限
⑥その他の使用料

給与と預貯金の差押

町
で
は
低
下
し
て
い
る
収
納
率
に
対
処
す
る
た
め
収
納
方
針
の
抜
本
的
改
革
を
行
い
ま
す
。

今
後
は
、
財
産
や
給
料
の
差
し
押
さ
え
や
住
宅
の
明
渡
し
請
求
な
ど
を
行
い
ま
す
。

（

）

～平成14年度の介護保険料の納入通知書について～

お問い合わせは：保健福祉センター介護保険係まで（10155－54－3811）

今回は、「介護保険料納入通知書」についてご説明いたします。この通知書は６月上旬に送付するもので、平
成14年４月１日現在、65歳以上で幕別町に住所を有する被保険者の方が対象になります。

例では、通知書の上部の宛名部分と、下部のお問い合わせ先の部分を省略しています。今年度のあなたの介護
保険料額や納め方をお知らせする重要な通知書ですので、この説明をご参考にしていただき、お手元に届きまし
た通知書をご覧ください。

被保険者生年月日　　昭和８年１月１日　　　　　　　　被保険者性別　　 男

決定年月日　　平成14年４月１日
決定理由　　　年度当初賦課による介護保険料額決定のため

年間保険料額

平成14年度に納付する保険料額
36,300円

月

４月
５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月
１月
２月
３月
４月
計

合計額

普通徴収

9,300

9,000

9,000

9,000

36,300

保険料額

0
36,300

特別徴収

期別保険料額

保険料徴収方法
特別徴収義務者

特別徴収対象年金

普通徴収
＊ ＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊ ＊

これからの保険料納付方法等

※特別徴収の欄に金額の記載がある場合は、年金からの特別徴収となります。
（平成14年４月・６月・８月の徴収額については、平成14年２月徴収額と同額で仮徴収となります。）

期間

平成14年４月～平成15年３月

月数

12

所得段階区分

第三所得段階

保険料率

36,300

保険料額

36,300

保険料算定の基礎

納期
普徴　１期
普徴　２期
普徴　３期
普徴　４期

納　期　限
平成14年７月１日
平成14年９月２日
平成14年10月31日
平成14年12月25日

普通徴収の場合の納期限
金融機関コード

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
種目
＊

口座番号
＊ ＊ ＊ ＊ ＊

普通徴収の場合の振替口座

金融機関コード
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

あなたに納めて
いただく介護保
険料の年額と納
期ごとの内訳が
記載されます。

特別徴収の場合は、年金保険者（例/社会保険庁）と、特別
徴収対象年金（例/国民年金老齢基礎年金）が記載されます。

普通徴収の方
は年４回、特
別徴収の方は
右側に年６回
に分けて記載
されます。

口座振替による納付を
申請されている方は、
金融機関名等が記載さ
れます。

普通徴収の方につきましては、納め忘れをふせぐためにも、
口座振替をご利用下さい。

町
税
・
使
用
料
等
の

％
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業
に
充
当
す
る
と
い
っ
た
経
理
を
行

っ
て
お
ら
ず
、
請
求
人
の
主
張
で
あ

る「
個
人
的
飲
食
代
へ
の
公
金
支
出
」

で
あ
る
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
よ
っ
て
、
当
該
行
為
に
よ

っ
て
幕
別
町
が
損
害
を
被
っ
た
か
否

か
に
つ
い
て
の
特
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
請
求
は
、
任
意

団
体
で
あ
る
振
興
会
の
会
計
上
の
行

為
で
あ
り
、
本
町
の
公
金
に
よ
る
執

行
で
な
い
こ
と
か
ら
住
民
監
査
請
求

の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
と
判
断
し

ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
請
求
は

棄
却
し
ま
す
。

な
お
、
町
か
ら
の
補
助
金
等
の
交

付
は
、
幕
別
町
補
助
金
等
の
適
正
化

に
関
す
る
規
則
、
さ
ら
に
は
幕
別
町

行
政
改
革
大
綱
第
２
次
推
進
計
画
に

基
づ
き
、
単
に
運
営
費
を
補
助
す
る

に
す
ぎ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
、

そ
の
団
体
又
は
個
人
が
経
費
を
賄
う

べ
き
も
の
と
認
め
ら
れ
る
も
の
等
に

つ
い
て
は
、
補
助
金
等
の
廃
止
あ
る

い
は
縮
減
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

振
興
会
に
対
し
て
交
付
さ
れ
て
い

た
町
交
付
金
に
つ
い
て
も
、
同
会
の

自
主
・
自
立
運
営
が
可
能
と
の
こ
と

か
ら
、
平
成
11
年
度
を
も
っ
て
廃
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
廃
止
以
前
に
交
付

さ
れ
た
交
付
金
は
、
同
会
が
要
し
た

経
費
の
範
囲
内
で
、
合
理
的
な
一
定

の
基
準
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
補
助
金
の
交
付
事
務
は
適
正

に
行
わ
れ
た
も
の
と
判
断
し
ま
す
。

(2)
請
求
要
旨
(2)
に
つ
い
て

本
件
請
求
で
は
、
用
務
先
で
あ
る

清
水
町
か
ら
の
帰
路
に
途
中
下
車
し

た
15
名
の
う
ち
、
２
名
に
つ
い
て
の

日
当
及
び
車
賃
を
返
還
の
請
求
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て

請
求
人
の
主
張
は
、「
泉
和
雄
会
長

は
農
業
委
員
会
の
頭
と
し
て
、ま
た
、

乾
邦
広
委
員
は
公
選
で
は
な
く
、
学

識
経
験
者
と
し
て
推
薦
さ
れ
た
農
業

委
員
で
あ
り
、（
途
中
下
車
）
を
止

め
ら
れ
る
立
場
に
あ
っ
た
」
と
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
該
行
為
が
違

法
又
は
不
当
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

途
中
下
車
し
た
15
名
が
対
象
に
な
る

も
の
と
思
料
さ
れ
、
２
名
に
限
定
す

る
こ
と
は
、
請
求
対
象
と
す
る
職
員

の
指
定
に
つ
い
て
の
妥
当
性
に
欠
け

る
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

本
旅
行
に
お
け
る
公
金
の
支
出

は
、
費
用
弁
償
と
し
て
「
特
別
職
の

職
員
で
非
常
勤
の
者
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
46
年

条
例
第
３
号
）」
の
規
定
に
し
た
が

い
、
日
当
に
つ
い
て
は
同
条
例
第
５

条
に
定
め
る
定
額
（
帯
広
市
・
音
更

町
・
池
田
町
を
除
く
十
勝
管
内
に
あ

っ
て
は
２
４
０
０
円
）
が
、
車
賃
に

つ
い
て
は
「
幕
別
町
職
員
の
旅
費
に

関
す
る
条
例
（
昭
和
31
年
条
例
第
15

号
）」
第
18
条
に
定
め
る
額
（
出
張

に
自
家
用
車
を
使
用
し
た
場
合
、
１

㎞
に
つ
き
30
円
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
所

定
の
手
続
き
を
経
て
な
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
計
算
に
誤
り
は
な
い
も
の

と
認
め
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
出
発
地

か
ら
用
務
先
ま
で
の
往
復
の
交
通
手

段
は
本
町
の
福
祉
バ
ス
を
使
用
し
て

お
り
、
こ
の
間
の
鉄
道
賃
、
バ
ス
乗

車
料
金
等
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

本
件
請
求
の
対
象
と
な
っ
た
行
為

は
、
用
務
先
で
あ
る
清
水
町
で
の

「
第
９
回
西
部
５
町
農
業
委
員
会
研

修
会
及
び
親
睦
交
流
会
」
が
終
了
し

た
後
、
そ
の
帰
路
に
お
け
る
途
中
下

車
に
対
す
る
も
の
で
す
。
公
務
に
つ

い
て
は
、
清
水
町
に
お
い
て
す
で
に

果
た
さ
れ
た
も
の
と
判
断
で
き
ま
す

が
、
公
務
と
し
て
の
研
修
と
私
的
な

懇
親
会
と
を
、
出
発
か
ら
帰
町
ま
で

の
連
続
す
る
日
程
の
中
で
実
施
し
た

こ
と
は
、
公
私
の
別
に
つ
い
て
の
思

慮
に
欠
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
判
断

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
日
当
及
び
車
賃

（
※
注
）
の
う
ち
往
路
分
に
係
る
費

用
弁
償
に
つ
い
て
は
、
そ
の
支
給
が

妥
当
で
あ
る
も
の
と
判
断
し
ま
す

が
、
出
席
簿
（
出
張
命
令
簿
）
に
よ

る
出
張
経
路
に
従
っ
て
帰
町
し
な
か

っ
た
事
実
に
よ
り
、
帯
広
市
内
で
途

中
下
車
し
た
委
員
15
名
全
員
に
つ
い

て
、
復
路
分
の
車
賃
を
そ
れ
ぞ
れ
返

還
す
べ
き
も
の
と
判
断
し
ま
す
（
返

還
額
は
、
請
求
に
あ
る
２
名
分
の
日

当
及
び
車
賃
の
合
計
５
４
９
０
円
で

は
な
く
、
15
名
に
係
る
車
賃
の
復
路

分
合
計
５
１
０
０
円
）。

※
注
　
本
件
請
求
の
場
合
、
自
宅
か

ら
出
発
地
（
幕
別
町
役
場
前
又
は
札
内

支
所
前
）ま
で
の
往
復
に
自
家
用
車
を

使
用
し
た
場
合
の
費
用
弁
償
で
、
１

㎞
に
つ
き
30
円
の
計
算
と
な
り
ま
す
。

(3)
請
求
要
旨
(3)
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
第
２
４
２
条
第
１
項

の
監
査
請
求
事
項
は
、
普
通
地
方
公

共
団
体
の
執
行
機
関
（
長
、
委
員
会
、

委
員
）
ま
た
は
職
員
の
違
法
若
し
く

は
不
当
な
公
金
の
支
出
、
財
産
の
取

得
、
管
理
若
し
く
は
処
分
、
契
約
の

締
結
若
し
く
は
履
行
若
し
く
は
債
務

そ
の
他
の
義
務
負
担
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
、
ま
た
違
法
若
し
く
は
不
当

な
公
金
の
賦
課
徴
収
及
び
財
産
の
管

理
を
怠
る
事
実
が
あ
る
と
認
め
た
場

合
の
、
い
わ
ゆ
る
普
通
地
方
公
共
団

体
の
財
務
会
計
上
の
行
為
に
限
ら
れ

た
も
の
で
す
。

本
件
請
求
の
内
容
は
、
①
農
地
法

②
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
等

に
か
か
わ
る
法
律
解
釈
が
基
本
を
な

し
て
い
る
も
の
と
思
料
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
法
律
解
釈
を
前
提

と
す
る
本
件
請
求
は
、
地
方
自
治
法

第
２
４
２
条
第
１
項
の
範
疇
に
お
い

て
は
、
監
査
委
員
の
権
能
外
で
あ
る

と
判
断
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
請
求
は

却
下
と
し
ま
す
。

(4)
意
　
見

本
件
請
求
で
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
請
求
要
旨
s
に
つ
い
て
、

監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
ま
す
。

請
求
の
対
象
と
な
っ
た
平
成
13
年

８
月
23
日
に
行
わ
れ
た
「
第
９
回
西

部
５
町
農
業
委
員
会
研
修
会
及
び
親

睦
交
流
会
」に
係
る
調
査
に
お
い
て
、

そ
の
日
程
を
詳
細
に
検
討
す
る
過
程

で
、
当
日
の
日
程
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
と
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
懇
親

会
の
み
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

り
ま
し
た
。

当
該
研
修
会
で
は
、
本
町
で
も
設

立
を
予
定
し
て
い
る
農
業
振
興
公
社

に
係
る
資
料
が
、
会
場
に
お
い
て
清

水
町
よ
り
提
供
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
当
日
の
日
程
の
中
で
、
公

務
と
し
て
の
実
質
的
な
意
義
が
認
定

で
き
る
の
は
、
他
町
農
業
委
員
と
の

情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
懇
親
会
に
つ

い
て
で
あ
り
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

ま
で
を
も
含
め
て
公
務
と
認
め
る
の

に
は
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で
す
。
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
に
つ
い
て
は
、
そ

の
性
格
上
、
任
意
団
体
で
あ
る
農
業

委
員
会
振
興
会
の
事
業
と
す
べ
き
で

あ
っ
た
と
思
料
さ
れ
ま
す
。
同
様
の

事
例
と
し
て
、
都
道
府
県
議
会
議
員

に
よ
る
野
球
大
会
に
係
る
判
例
が
相

次
い
で
出
さ
れ
て
い
ま
す
（
平
12
・

８
・
26
福
岡
高
裁
、
平
12
・
９
・
５

福
島
地
裁
、
平
12
・
10
・
27
札
幌
地

裁
、
平
12
・
10
・
31
山
形
地
裁
）。

研
修
等
の
あ
り
方
が
、
直
ち
に
違

法
・
不
当
と
断
定
し
き
れ
な
い
場
合

で
あ
っ
て
も
、本
件
請
求
を
契
機
に
、

単
に
過
去
の
慣
例
を
踏
襲
す
る
の
で

は
な
く
、
公
務
と
し
て
の
実
質
的
意

義
や
町
民
が
納
得
で
き
る
も
の
か
ど

う
か
に
留
意
し
、
親
睦
や
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
域
を
出
な
い
事
業
に
つ

い
て
の
取
扱
い
は
、
今
後
慎
重
を
期

し
て
い
た
だ
く
よ
う
申
し
添
え
ま
す
。

１
　
監
査
請
求
人

幕
別
町
千
住
２
８
０
番
地
の
11

高
橋
健
雄

２
　
請
求
の
受
理

平
成
14
年
４
月
８
日
に
提
出
さ
れ

た
本
件
請
求
は
、
一
部
を
請
求
人
に

補
正
さ
せ
た
上
、
地
方
自
治
法
施
行

令
第
１
７
２
条
に
定
め
る
要
件
を
具

備
し
て
い
る
も
の
と
認
め
、
平
成
14

年
４
月
16
日
こ
れ
を
受
理
し
た
。

３
　
監
査
の
実
施

a

請
求
人
の
証
拠
の
提
出
及
び
陳
述

地
方
自
治
法
第
２
４
２
条
第
６
項

の
規
定
に
よ
り
、
請
求
人
に
対
し
平

成
14
年
４
月
19
日
、
証
拠
の
提
出
及

び
陳
述
の
機
会
を
与
え
た
。

s

監
査
の
方
法

本
件
請
求
に
係
る
幕
別
町
農
業
委

員
会
事
務
局
か
ら
資
料
の
提
出
を
求

め
、平
成
14
年
５
月
17
日
に
関
係
職
員

調
査
並
び
に
関
係
人
調
査
を
行
っ
た
。

ア
　
関
係
職
員
調
査

農
業
委
員
会

事
務
局
長
　
長
屋
忠
弘

農
地
振
興
係
長
　
湯
佐
茂
雄

農
地
振
興
係
主
任
　
遠
藤
寛
士

イ
　
関
係
人
調
査

農
業
委
員
振
興
会
会
長
・
（
請
求
要

旨
３
番
に
係
る
）
あ
っ
せ
ん
委
員
長

小
林
信
治

４
　
請
求
の
要
旨

a

幕
別
町
農
業
委
員
振
興
会
（
以

下
「
振
興
会
」
と
い
う
）
の
平
成
12

年
度
収
支
決
算
中
、
収
入
の
部
の
繰

越
金
に
は
幕
別
町
か
ら
の
平
成
11
年

度
分
交
付
金
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
平
成
12
年
９
月
18
日
に
行

わ
れ
た
「
担
当
地
区
打
合
せ
」
に
支

出
さ
れ
た
７
４
７
９
４
円
は
個
人
的

飲
食
代
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
幕
別
町
農
業
委
員
会
会
長
泉

和
雄
、幕
別
町
議
会
議
員
乾
邦
広
は
、

上
記
金
額
を
幕
別
町
へ
返
還
す
る
よ

う
請
求
す
る
。

s

平
成
13
年
８
月
23
日
に
清
水
町

で
行
わ
れ
た
「
第
９
回
西
部
５
町
農

業
委
員
会
研
修
会
及
び
親
睦
交
流

会
」
の
帰
路
、
公
用
車
（
町
有
福
祉

バ
ス
）
を
帰
町
途
上
の
帯
広
市
内
で

停
車
さ
せ
て
下
車
し
、
同
市
内
で
飲

食
し
た
行
為
は
、
公
務
中
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
幕
別
町
農
業
委
員
会
会
長

泉
和
雄
、
幕
別
町
議
会
議
員
乾
邦
広

は
、
支
給
さ
れ
た
旅
費
及
び
日
当
５

４
９
０
円
を
幕
別
町
へ
返
還
す
る
よ

う
請
求
す
る
。

d

平
成
14
年
１
月
21
日
に
行
わ
れ

た
農
地
所
有
権
移
転
の
あ
っ
せ
ん
に

係
る
現
地
調
査
の
際
、
幕
別
町
農
業

委
員
会
会
長
泉
和
雄
が
現
地
説
明
を

行
っ
た
。
買
受
け
希
望
人
で
あ
る
泉

和
紀
は
、
農
業
委
員
会
会
長
泉
和
雄

の
息
子
で
あ
り
、
農
地
あ
っ
せ
ん
を

不
公
平
に
導
く
と
見
ら
れ
て
も
不
思

議
で
は
な
く
、
あ
っ
せ
ん
の
や
り
直

し
を
求
め
る
と
と
も
に
、
あ
っ
せ
ん

委
員
４
名
に
支
払
っ
た
旅
費
及
び
日

当
５
６
９
０
円
を
幕
別
町
へ
返
還
す

る
よ
う
請
求
す
る
。

５
　
監
査
の
結
果

(1)
請
求
要
旨
(1)
に
つ
い
て

振
興
会
は
、
幕
別
町
農
業
委
員
に

よ
り
組
織
さ
れ
、
農
業
者
の
地
位
向

上
、
経
営
安
定
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
農
業
委
員
と
し
て
の
資
質
向
上

の
た
め
の
調
査
研
究
、
研
修
及
び
啓

蒙
活
動
を
推
進
し
、
併
せ
て
会
員
相

互
の
融
和
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
昭
和
63
年
に
設
立
さ
れ
た
団
体

で
、
次
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

農
業
振
興
施
策
に
係
る
調
査
研

究
及
び
啓
蒙
普
及
に
関
す
る
こ
と
。

各
種
研
修
会
の
開
催
、
参
加
に

関
す
る
こ
と
。

会
員
相
互
の
親
睦
交
流
に
関
す

る
こ
と
。

会
員
の
慶
弔
に
関
す
る
こ
と
。

そ
の
他
、
目
的
達
成
に
必
要
な

事
項
。

ま
た
、「
担
当
地
区
」
と
は
、
農

業
委
員
が
取
り
扱
う
通
常
業
務
に
つ

い
て
、
あ
ら
か
じ
め
担
当
地
区
を
設

定
し
て
お
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
農

業
委
員
会
会
長
が
農
業
委
員
会
総
会

に
提
案
し
、
そ
の
承
認
を
得
て
決
定

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

ア
　
個
人
的
な
飲
食
か
否
か
に
つ
い
て

関
係
職
員
調
査
に
よ
る
と
、
平
成

13
年
７
月
30
日
の
平
成
13
年
度
振
興

会
総
会
に
お
い
て
、
平
成
12
年
度
収

支
決
算
報
告
の
中
で
、
本
件
請
求
の

「
担
当
地
区
打
合
せ
」
に
要
し
た
支

出
に
つ
い
て
も
事
務
局
よ
り
説
明

し
、
会
計
監
事
に
よ
る
監
査
報
告
の

後
、
当
該
報
告
は
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
総

会
議
案
の
平
成
12
年
度
収
支
決
算
報

告
に
も
、
支
出
の
部
、
研
修
費
及
び

親
睦
費
の
項
中
、
説
明
欄
に
「
担
当

地
区
打
合
せ
７
４
７
９
４
円
」
と

明
確
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
総
会
に
は
、
農
業
委
員
で
あ

る
請
求
人
も
出
席
し
て
い
た
こ
と

は
、
請
求
人
陳
述
の
際
、
請
求
人
自

身
が
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

当
該
行
為
に
つ
い
て
の
詳
細
を
質
す

機
会
は
あ
っ
た
も
の
と
思
料
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
公
知

の
事
実
が
存
在
し
た
上
で
請
求
者
を

含
め
た
会
員
の
総
意
に
よ
り
、
当
該

行
為
に
係
る
支
出
を
含
む
決
算
報
告

は
、
振
興
会
の
目
的
に
添
っ
た
も
の

と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
と
推
量
さ

れ
ま
す
。

イ
　
公
金
と
し
て
の
特
定
に
つ
い
て

住
民
監
査
請
求
の
対
象
と
な
る
の

は
、当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
、

委
員
会
、
委
員
又
は
職
員
の
違
法
又

は
不
当
な
財
務
会
計
上
の
行
為
と
職

務
懈
怠

か
い
た
い

に
よ
り
、
当
該
団
体
に
損
害

を
生
じ
さ
せ
た
行
為
を
い
い
、
公
金

と
は
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
又

は
そ
の
機
関
の
管
理
す
る
現
金
、
有

価
証
券
を
い
い
（
行
実
昭
和
23
年
10

月
12
日
）、
住
民
監
査
請
求
に
お
け

る
「
公
金
の
支
出
」
と
は
、
狭
義
で
は

支
出
及
び
支
出
命
令
を
、
広
義
で
は

支
出
負
担
行
為
を
含
め
て
指
し
ま
す
。

本
件
請
求
に
あ
た
り
、
請
求
人
の

主
張
は
、「
振
興
会
の
平
成
12
年
度

収
入
の
う
ち
、前
年
度
繰
越
金
に
は
、

平
成
11
年
度
ま
で
交
付
さ
れ
て
い
た

幕
別
町
か
ら
の
交
付
金
が
含
ま
れ
て

い
る
」
と
す
る
も
の
で
す
。

振
興
会
に
お
け
る
当
該
交
付
金
の

使
途
及
び
経
理
方
法
に
つ
い
て
、
監

査
対
象
部
局
で
あ
る
農
業
委
員
会
事

務
局
の
説
明
を
求
め
ま
し
た
が
、
町

交
付
金
を
特
定
の
支
出
科
目
又
は
事

（ア）（イ）（ウ）（エ）（オ）

監
査
公
表
第
１
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律

第
67
号
）
第
２
４
２
条
第
４
項
の

規
定
に
よ
り
、
住
民
監
査
請
求
に

係
る
監
査
の
結
果
を
次
の
と
お
り

公
表
す
る
。平

成
14
年
５
月
21
日

幕
別
町
監
査
委
員
　
吉
川
　
　
宏

幕
別
町
監
査
委
員
　
坂
下
　
庄
蔵

住
民
監
査
請
求

監
査
結
果

平
成
14
年
４
月
８
日
付
け
で
監
査
委
員
に
提
出
さ
れ
た
住
民
監
査
請
求

に
つ
い
て
、
５
月
21
日
に
監
査
結
果
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
、
監
査
結

果
の
全
文
を
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、
農
業
委
員
会
で
は
、
以
下
監
査
結
果
に
あ
る
と
お
り
15
名
に
係

る
車
賃
の
復
路
分
合
計
５
１
０
０
円
は
返
還
す
べ
き
も
の
と
判
断
し
、
５

月
24
日
に
全
額
返
還
さ
れ
ま
し
た
。



ホームステイ先から、毎
朝30分歩いて学校に登校し
ました。

学校の教科には日本には
ない劇や陶芸がありまし
た。家庭科の時にカンガル
ーの肉を食べましたが、結
構おいしかったです。私も
日本の文化を伝えようと思
い、すしをつくってあげま
した。鉄火巻が好評でした。

最初の頃は不安でいっぱ
いで、一日が長く感じまし
たが、終わる頃には一日が
短く感じました。

日
本
の
文
化
を

伝
え
て
き
ま
し
た

山
田
　
早
織
さ
ん

糠
内
中
学
校

オーストラリアに行って
生活できるかとても心配で
した。

初日は、ホストファミリ
ーと、どう接していいかわ
からないし、英語も通じな
くて帰ることばかり考えて
いました。

でも、２日目からは初日
につくってしまった壁を壊
す努力をしようと、自分の
わかる単語を並べてたくさ
ん会話するよう努力して、
ホストファミリーとも打ち
解けました。

会
話
を
す
る
努

力
を
し
ま
し
た

太
田
　
亜
樹
さ
ん

札
内
中
学
校

オーストラリアは道路の
幅が広く、森に生えている
ような大きな街路樹があ
り、ごみ箱が10ｍ間隔くら
いに町のいたる所にあるな
ど、僕の想像をはるかに超
えるスケールでした。

学校は、全ての教科が移
動教室だったり、おやつタ
イムがあるなど日本のシス
テムと違いました。

ホームステイ先ではお父
さんが毎日夕食をつくるな
ど家事を分担していて感心
しました。

想
像
を
超
え
る

大
き
な
ス
ケ
ー
ル

菅
　
　
匡
基
さ
ん

幕
別
中
学
校

初めての海外は、初めて
経験することがいっぱい
で、ホームステイ先や学校
生活では、日本との生活習
慣の違いなど貴重な経験を
することができましたし、
ホストファミリーをはじ
め、たくさん人から思いや
りの大切さも学びました。

一番の経験となった英語
でのコミュニケーション
は、辞書を使って自分なり
にがんばってみました。自
分の英語が通じたときは、
とてもうれしかったです。

英
語
が
通
じ
て

感
激

雨
山
さ
な
え
さ
ん

幕
別
中
学
校

「オーストラリアで本場
の英語を聞いて、今以上に
英語を話せるようになりた
い」が私の研修テーマでし
た。この研修で本場の英語
を聞き、行く前よりは、結
構英語を聞き取れるように
なったと思います。

単語をつなげながら会話
したことも結構ありました
が、自分なりにきちんと会
話することができたと思い
ます。行く前以上に英語に
対しての興味と親近感を持
ちました。

英
語
に
対
し
て
興

味
を
持
ち
ま
し
た

井
尻
友
里
恵
さ
ん

幕
別
中
学
校
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中
学
生
海
外
研
修
報
告

中
学
生
海
外
研
修
報
告�
中
学
生
海
外
研
修
報
告�

▲体験入学したカンバーハイスクー
ル。約400人の生徒が通っています

日
　
程

１
日
目

２
日
目

３
日
目

８
日
目

９
日
目

10
日
目

11
日
目

主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
出
発
式
、
空
路
シ
ド
ニ
ー
へ

・
シ
ド
ニ
ー
到
着
後
キ
ャ
ン
ベ
ラ
市
へ

・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
開
始

・
学
校
見
学

・
キ
ャ
ン
ベ
ラ
市
の
学
校
へ
体
験
入
学

・
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー

・
メ
ル
ボ
ル
ン
到
着

・
メ
ル
ボ
ル
ン
市
内
見
学

・
乗
馬
体
験

・
空
路
成
田
へ

・
帯
広
空
港
に
て
解
散
式

～

最初は不安と焦りでいっ
ぱいでしたが、日がたつに
つれ、何を言っているのか
少しずつ分かってきて慣れ
てきました。

学校では、生徒が日本語
で「こんにちは」と陽気に話
しかけてくれて、すぐ友達
になることができました。
食べ物には驚くことが多
く、おかしやアイスクリー
ムは、着色料、味も日本と
全然違っていて、あらため
て日本の食べ物は最高だな
と思いました。

食
べ
物
の
違
い

に
び
っ
く
り

青
田
　
恵
実
さ
ん

幕
別
中
学
校

初日、シドニーは予想を
越える暑さで、着いたそば
から、へばってしまうとこ
ろでした。

ホームステイしたキャン
ベラ市は自然が多くいい所
でした。ホストファミリー
の子が柔道を習っていたの
で、私も柔道着を着て練習
に参加しました。２時間練
習して技も少し覚えました。

最後にメルボルン市を見
学しましたが、建物は、日
本にはないようなものばか
りで、驚きの連続でした。

柔
道
の
練
習
に

参
加

齋
藤
　
優
希
さ
ん

札
内
中
学
校

出発式で校長先生にひと
言「楽しんで行ってきなさ
い」と言われました。

オーストラリアの町は樹
木などがたくさんあり、と
ても景観がよく、家は平屋
建てが多かったです。食べ
物は肉が中心で、スポーツ
はクリケットとラグビーが
盛んでした。

ホームステイは、たった
の一週間だったけれど、ホ
ストファミリーとの、たく
さんの思い出ができ、とて
も楽しかったです。

き
れ
い
な
街
並

に
感
激

鈴
木
　
将
也
さ
ん

札
内
中
学
校

初日に飛行機から見た日
の出とオーストラリア大陸
は感動的でした。

動物園に行きましたが、
コアラやカンガルーなどオ
ーストラリアの動物と触れ
合えて楽しかったです。ホ
ストファミリーはみんな陽
気で、とても話し掛けやす
かったです。

買い物に行ったときに、
日本食レストランで食事を
したのですが、みそ汁がお
いしくて、日本が懐かしく
なりました。

み
そ
汁
の
味
に

日
本
を
思
い
出
す

萩
原
　
彩
加
さ
ん

札
内
中
学
校

オペラハウスなどを見た
とき「いい国にきたなあ」
と思いました。

ホストファミリーとは、
３日目になると、辞書に頼
らなくてもコミュニケーシ
ョンがとれるようになった
ので良かったです。

買い物に行ったり、自転
車で湖に行ったりしまし
た。湖の周りにはヨーロッ
パ風の建物があってとても
きれいでした。この家族の
家でホームステイができ
て、とても良かったです。

い
い
国
に
き
た
な

と
思
い
ま
し
た

太
田
　
絵
理
さ
ん

札
内
中
学
校

僕がホームステイした家
族は食事の時、お父さんも
子供も上手にはしを使って
いました。食事を始めると
きに、何も言わずに食べ始
めたので、「いただきます」
という言葉を教えてあげま
した。

学校では生徒が授業中に
おしゃべりをしたり、本を
寝そべって読んだり、自由
気ままな授業態度にびっく
りしました。「何で先生は
注意しないのだろうか」と
不思議に思いました。

生
徒
の
授
業
態

度
に
び
っ
く
り

西
田
　
慎
吾
さ
ん

札
内
東
中
学
校

私がホームステイした家
族は、みんな優しい人ばか
りで、ホームシックには一
度もなりませんでした。

学校に行くと、色んな人
が話しかけてきて、日本の
ことについて教えたり、オ
ーストラリアのことを聞い
たりして、たくさんの友達
ができました。

今回の研修で出会った人
達は「オーストラリアには
良い人しかいないの？」と
思うくらい、みんな優しい
人でした。

み
ん
な
、
い
い

人
で
し
た

萩
原
未
沙
希
さ
ん

札
内
東
中
学
校

行く前はいろいろ不安で
したが、オーストラリアの
人が楽しそうに街の中を歩
いている姿を見て、一気に
吹き飛びました。

学校では、おかしを食べ
られるせいか、校内には、
ものすごい数のごみが落ち
ていて、「自由過ぎるのも
良くないな」と思いました。

授業は「これが授業？」
と思うような、遊び感覚で、
先生が注意しても冗談で返
すのが当たり前な雰囲気で
した。

学
校
内
の
ご
み

に
疑
問

渡
辺
み
さ
と
さ
ん

札
内
東
中
学
校

学校へは、バスで通学し
ていましたが、バスターミ
ナルには、タバコをくわえ
た高校生が男女問わず、た
くさんいて、びっくりしま
した。たばこは16歳から買
っていいことになっている
そうです。

生徒はみんな明るくて、
友達がどんどん増えまし
た。ただ、生徒がゴミを、
そこらじゅうに捨てていま
した。ここを改善すれば今
よりも、ずっと良い学校に
なると思います。

タ
バ
コ
を
く
わ
え

た
高
校
生
に
驚
き

中
川
裕
紀
奈
さ
ん

札
内
東
中
学
校

メ
ル
ボ
ル
ン
市
内
セ
ン
ト
・
パ
ト
リ
ッ
ク
大
聖
堂
前
で

▼さよならパーティーでは、
食事をしたり、歌をうた
って楽しみました

今
年
で
10
回
目
と
な
る
中
学
生
海
外
研
修
が
、
３
月
19
日
か
ら
29
日
ま
で
の
11

日
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
行
わ
れ
、
町
内
に
住
む
14
人
の
中
学
生
が
参
加
し

ま
し
た
。

研
修
で
は
、
１
人
ず
つ
別
れ
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
り
、
現
地
の
学
校
に
体

験
入
学
を
し
た
り
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
出
会
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
し
て
き
た
よ
う
で
す
。

大
き
な
経
験
を
し
て
き
た
、
子
供
た
ち
の
声
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
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ジ
ュ
ニ
ア
・
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー

ル
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
卓
球
」
を
５
月

18
日
、
札
内
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
初
め
て
卓
球
を
す

る
子
供
、
日
ご
ろ
少
年
団
で
活
動

し
て
い
る
子
供
達
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
講
師
の
指

導
の
も
と
に
心
地
良
い
汗
を
流
し

ま
し
た
。

参
加
し
た
杉
崎
新
く
ん
（
白
人

小
学
校
３
年
生
）
は
「
卓
球
に
興

味
が
あ
っ
た
か
ら
参
加
し
た
。
卓

球
を
す
る
の
は
１
年
振
り
だ
っ
た

の
で
、
は
じ
め
は
う
ま
く
で
き
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
後
か
ら
う
ま
く

で
き
た
。
ま
た
卓
球
を
や
り
た
い

で
す
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し

た
。

「ジュニア・サタデースクール」
チャレンジ卓球

5
18

札内川をきれいにしよう
クリーンウオークとかちin札内川

公区・サークルの活動�
などを企画室に連絡く�
ださい�

町
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー

の
手
づ
く
り
た
い
肥
の
販
売

を
、
４
月
29
日
に
ス
マ
イ
ル

パ
ー
ク
内
の
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー

デ
ン
前
駐
車
場
で
行
い
ま
し

た
。こ

の
た
い
肥
は
、
草
や
カ

シ
ワ
、
シ
ラ
カ
バ
の
落
ち
葉

や
米
ぬ
か
な
ど
を
混
合
し

て
、
４
年
か
け
て
腐
食
さ
せ

た
た
い
肥
で
す
。

今
回
は
、
20
リ
ッ
ト
ル
入

り
の
袋
を
千
袋
用
意
し
ま
し

た
が
、
早
朝
か
ら
引
換
券
購

入
の
た
め
順
番
待
ち
の
列
が

で
き
、
午
前
中
に
完
売
し
ま

し
た
。

「
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
ク
と
か
ち

in
札
内
川
」
が
５
月
11
日
、
帯
広

と
幕
別
の
札
内
川
河
川
敷
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
過
去
６
回
「
日
本

一
の
清
流
」
と
認
め
ら
れ
た
札
内

川
河
川
敷
の
ご
み
を
拾
う
た
め
に

約
４
５
０
人
が
集
ま
り
、
４
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
清
掃
を
し
ま
し

た
。幕

別
か
ら
の
参
加
者
は
幕
別
側

を
担
当
し
、
鉄
橋
北
側
か
ら
札
内

清
柳
大
橋
ま
で
の
２
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
ご
み
拾
い
を
し
な
が
ら
散
策

し
ま
し
た
。

ご
み
は
、
雑
誌
、
空
瓶
、
空
き

缶
、
タ
バ
コ
の
吸
殻
、
テ
レ
ビ
、

電
子
レ
ン
ジ
、
タ
イ
ヤ
な
ど
が
あ

り
、
参
加
者
は
、
ご
み
の
多
さ
に

驚
い
て
い
ま
し
た
。

4
29

町高齢者就労センターが
手づくりたい肥を販売

5
11

幕別駅前を美しく彩ろう
駅前に花を植栽

幕
別
駅
前
を
美
し
く
と
、
駅
前

通
り
周
辺
の
住
民
や
幕
別
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
な
ど
約
20
人

が
、
５
月
11
日
、
駅
前
と
幕
別
大

通
り
に
花
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

幕
別
駅
前
は
、
平
成
12
・
13
年

の
２
カ
年
を
か
け
て
、
駐
車
場
や

駅
前
道
路
の
整
備
を
北
海
道
が
行

い
ま
し
た
。

今
年
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽

し
む
様
子
を
表
現
し
た
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
を
設
置
す
る
な
ど
、
景
観
を

整
備
し
て
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
ベ
コ
ニ
ア
や
マ
リ

ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
、
色
鮮
や
か
な

苗
約
６
０
０
鉢
を
植
え
、
駅
前
を

花
で
彩
り
ま
し
た
。

5
10

私たちが考える幕別の未来！
いいべや探検隊活動報告・意見交換会

将
来
の
ま
ち
の
設
計
図
、
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
検
討
す

る
た
め
に
、
町
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
「
い
い
べ

や
探
検
隊
」
の
活
動
報
告
会
と
町

民
の
方
と
の
意
見
交
換
会
を
、
５

月
22
日
、
百
年
記
念
ホ
ー
ル
で
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
こ
れ
ま
で
６
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
を
探
っ
て
き
た

隊
員
た
ち
か
ら
、
幕
別
の
好
き
な

と
こ
ろ
、
嫌
い
な
と
こ
ろ
や
自
分

た
ち
が
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の

提
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
幕
別
の
個
性
っ
て

な
ん
だ
ろ
う
！
」
と
題
し
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

58
人
の
参
加
者
の
中
か
ら
は
、
ま

ち
の
環
境
保
全
な
ど
に
つ
い
て
意

見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

5
22

みずほ町公区10周年記念植樹祭

平
成
５
年
４
月
に
依
田
地
区
の

一
部
か
ら
新
た
に
「
み
ず
ほ
町
」

が
誕
生
し
て
今
年
で
10
年
目
。

５
月
19
日
、
い
な
ほ
公
園
で
、

み
ず
ほ
町
公
区
10
周
年
記
念
植
樹

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
小
雨
が

降
る
天
気
と
な
り
ま
し
た
が
、
み

ず
ほ
公
区
か
ら
約
45
人
が
参
加

し
、
全
員
で
協
力
し
な
が
ら
桜
の

木
７
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
金
野
智
一
さ
ん
は

「
来
年
、
桜
の
花
が
咲
く
の
が
楽

し
み
で
す
。
こ
の
木
の
下
で
花
見

を
し
た
い
で
す
ね
」
と
来
年
が
待

ち
ど
お
し
そ
う
で
し
た
。

5
19

まちづくりの提言をする隊員の清水淳一さん
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ろ
に
、
閉
校
に
な
っ
た
小
学
校
の
校
舎
が

あ
る
と
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
行
っ
て
み
る

と
広
々
と
し
た
自
然
に
囲
ま
れ
た
、
と
て

も
よ
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
こ
う
い
う
と
こ

ろ
で
工
房
を
構
え
る
の
が
夢
だ
っ
た
の

で
、
上
山
さ
ん
を
誘
っ
て
、
教
育
委
員
会

に
使
用
の
申
請
を
し
ま
し
た
」

使
っ
て
み
て
の
感
想
は
？

「
わ
た
し
が
３
つ
の
教
室
、
上
山
さ
ん
が

２
つ
の
教
室
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
思

っ
て
い
た
と
お
り
、
自
然
が
豊
か
で
、
周

り
に
気
兼
ね
す
る
こ
と
な
く
、
作
業
が
で

き
ま
す
」

こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
木
は
様
々
な
色
を
も
っ
て
い
ま
す
。
木

が
豊
富
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
現
代
で
、

そ
ん
な
木
の
色
を
知
っ
て
い
る
の
は
、

我
々
の
世
代
が
最
後
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

木
の
色
の
美
し
さ
、
豊
富
さ
を
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
っ
て
、
生
活
に
潤
い
と
、
息

抜
き
を
与
え
る
器
を
作
り
た
い
で
す
ね
」

※
上
山
さ
ん
は
、来
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
月
と
来
月
は
、
旧
中
里
小
学
校
校
舎

で
工
房
を
構
え
て
い
る
佐
々
木
要
さ
ん
と

上
山
孝
浩
さ
ん
（
暁
町
）
を
紹
介
し
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

木
の
器
を
作
り
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

「
広
葉
樹
の
専
門
会
社
に
勤
務
し
て
い
る

時
、
広
葉
樹
は
、
色
が
す
ご
く
き
れ
い
だ

な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。こ
の
広
葉
樹
で
、

わ
た
し
の
知
識
を
生
か
し
て
、
何
か
作
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
と
考
え
、
器
づ
く
り

を
始
め
ま
し
た
。
勤
め
て
い
る
と
き
は
、

仕
事
の
あ
と
趣
味
と
し
て
、
器
づ
く
り
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
退
社
し
た
の
を
契
機

に
生
業
と
す
る
決
心
を
し
ま
し
た
」

ど
ん
な
器
を
作
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

「
広
葉
樹
の
美
し
い
木
目
を
楽
し
ん
で
ほ

し
く
て
、
カ
バ
や
セ
ン
の
木
な
ど
を
材
料

に
し
た
器
を
作
っ
て
い
ま
す
。
材
料
は
友

人
の
協
力
を
得
て
集
め
て
い
ま
す
」

器
づ
く
り
の
難
し
さ
、
楽
し
さ
は
？

「
木
の
器
は
、
そ
れ
を
使
う
時
に
、
作
っ

た
時
の
状
態
で
使
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
木
は
乾
燥
す
る
と
、
含
ま
れ

て
い
る
水
分
量
に
よ
っ
て
、
タ
テ
、
ヨ
コ

そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
で
収
縮
率
が
違
う
の

で
、
形
が
動
き
ま
す
。
そ
れ
を
計
算
し
な

が
ら
、
頭
で
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
を
形
に

す
る
こ
と
に
難
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
そ
れ

が
、
楽
し
さ
で
も
あ
り
ま
す
が
。
一
番
難

し
い
こ
と
は
、
木
の
性
質
を
知
る
こ
と
で

す
ね
。
わ
た
し
一
代
で
、
出
来
る
よ
う
な

こ
と
で
は
な
い
で
す
」

工
房
を
構
え
る
場
所
と
し
て
、
中
里
を

選
ん
だ
理
由
は
？

「
場
所
を
探
し
て
い
る
と
き
に
、
知
人
に

幕
別
の
市
街
か
ら
約
20
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ

スマイル君：ごちそうさま！さぁ～て、はみがき、はみが
き…。

保健師：「食べたらみがく」を実行ね。さすがスマイル君、
感心だわ。

○：だって、虫歯になるのいやだもの。
でもね保健師さん、年をとったら歯が抜けるのは、し
かたないのかなぁ。
うちのおじいちゃんも総入れ歯だし…。

保：そんなことは、ないわよ。
歯は噛むことなどで自然にすり減るけれど、なくなる
までには400～500年もかかるといわれているし、歯
ぐきもからだのほかの器官と同じように老化はするけ
れど、その速度はゆるやかで、60年間でちぢむのは
１ミリくらい、この程度で歯は抜けないわね。歯を失
う原因の多くは虫歯と歯周病なの。だから大切なのは
それらを予防することよ。

○：じゃあ、毎日歯みがきをしているぼくは大丈夫だね。
保：そうね、歯みがきも大切なことのひとつね。他にも、

歯ぐきのマッサージをしたり、食事は、糖分をひかえ
て、バランス良くとることを心がけて欲しいわね。良
く噛んでゆっくり食べることやストレスをためないこ
とも大切ね。あとぜひ実行して欲しいのが年に１回の
「歯科検診」を受けることよ。

○：歯も検診が必要なの？
保：そうよ、いくら歯みがきをしていても、みがき残しが

あると虫歯や歯周病は防げないの。それに虫歯や歯周
病をそのままにしておくことは、歯が抜けるだけでな
く、からだ全体の健康状態に悪影響を及ぼすことがあ
るの。たとえば、汚れた口の中で増えた細菌が、粘膜

や血液を通して全身をまわり、腎臓病や心臓病、他に
は目や皮膚の病気にも関係したり、肺炎にかかりやす
いと言う報告もあるのよ。

○：そうかぁ、口の健康を守る事は、からだ全体の健康を
守る事でもあるんだね。

保：虫歯や歯周病は、他の生活習慣病と同じで、最初は痛
みも無く、知らず知らずのうちに進むために、気づく
のが遅くなりや
すいの。だから
検診で早期発見
することも大切
ね。

○：そうか、でも保
健師さん、うち
のおじいちゃん
みたいに総入れ
歯で自分の歯が
ない人は検診を
受けなくてもい
いの？

保：総入れ歯の人も、歯ぐきの様子や、入れ歯があっている
か見てもらうことも大切なので、ぜひ受けて欲しいわ。
幕別町では今年度より、35歳以上の町民の方を対象
に歯科検診を実施致します。町内の歯科医院であれば
どこでも受けられます。ご希望の歯科医院にご予約の
上受診してください。詳しくは5月１5日号の「おし
らせ」をごらん下さい。

○：さっそくぼくもおじいちゃんに予約をするように話す
よ。

ホットライン�
健康づくり�

歯科検診を受けましょう！

Queen’s  English  with  Daniel

When the seasons change, so do our moods. Spring
is a time for new things. In the UK, we have spring-
cleaning every year. It's like the big cleaning at New
Year in Japan. We look out all the old things we
don't need anymore and throw them away. Then,
we clean the house. 
季節が変われば私達の気分も変わります。春は新しいもの

のための時です。英国では毎年春の大掃除をします。日本

のお正月の大掃除みたい。古い、要らない物を探し出して
捨てます。それから、家の掃除をします。

Many people like to buy new clothes or change
their hairstyle to suit the new season. In Israel,
spring is the start of the New Year.
多くの人々は新しい季節に、新しい服を買ったり、へアー

スタイルを変えてみたりします。イスラエルの新年は春か

ら明けます。

Spring is a good time to give up old habits like
smoking and start new habits such as exercising
and looking after your health.
春は例えばタバコ吸う古い癖をやめ，新しい習慣を始めま
す。例えば運動をしたり、健康に気をつけるなど。

What old habit will you give up this spring?
今春には何の癖をやめますか？

The changing of the seasons
季節がまわっていく 輝いています�シリーズ�

佐々木　要さん

（札内春日町）

ささき・かなめ／昭和23年幕別町に生まれ
る。広葉樹の専門会社で、製材・チップ部門
を担当していたが、平成13年に同部門の閉鎖
により退社。これを機に、長年培ってきた木
の知識を生かし、趣味だった木の器づくりに
本格的に取り組むことを決心し、今年度、工
房「十勝の木のうつわ」を設立。旧中里小学
校校舎に工房を構える。現在は奥さんと２人
暮らし。

木
の
器
を
通
し
て
、
木
の
美
し
さ
を
伝
え
た
い
で
す

木の温もりが伝わる佐々木さんの作品。５月に
は、図書館、百年記念ホールで展示され注目を
集めました

歯の病気は前身に影響しています



以前から絵をみるのが好きだったのですが、退職後、
絵画教室に参加して始めました。水のある風景が好き
で、自分のイメージに近い色を出せたときはうれしい
ですね。何枚描いても奥が深くて満足いく絵は描けま
せん。

小さいころから人形が好きでしたし、服の色の組み
合わせを考えるのが好きです。人形にかわいらしさ、
田舎臭さを出すのが難しいです。人形は自分で生んだ
みたいで、生むまでが大変ですが、ほめられるとすぐ
人にあげてしまいます。
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さあ、問題だよぉ！�

広報クイズ 183

ATELIERわたしの�

アトリエ�

わたしの�

アトリエ�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
絵

画
や
手
芸
、
陶
芸
品
な

ど
、
み
な
さ
ん
の
力
作

を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ．３月に行われた中学生の海外

研修は、今年で何回目？

①５回目

②10回目

③22回目

【応募方法】

はがきにクイズの答え、住所、

氏名、年齢と、ご意見、ご要望な

どを書き添えてください。

【あて先】

〒０８９－０６９２

幕別町本町１３０番地

幕別町役場企画室

【締め切り】

６月１４日（消印有効）

【前回の当選者】

応募総数は13通でした。先月号の

正解は③で、当選者はＰＮ.葉月り

んさん、ＰＮ.水霧月夜さん、ＰＮ.

イチゴちゃんさん、天七ゆうさん、

倉田厚子さんです。

【毎月5人に図書券をプレゼント】

▽
沖
田
茂
さ
ん
（
豊
岡
）
か
ら
福
祉
推
進

基
金
に
５
万
円
▽
大
石
忠
夫
さ
ん（
緑
町
）

か
ら
奨
学
資
金
基
金
に
25
万
１
０
０
０
円

▽
エ
イ
シ
ン
運
輸
㈲
さ
ん
（
明
野
）
か
ら

軽
自
動
車
２
台

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
５
月
23
日
現
在
）

松田寿子さん
（旭　町）

土屋銑次郎さん
（緑　町）

ILLUSTわたしの�わたしの�

イラスト�イラスト�

ID
OLわが家の�

アイドル�

わが家の�

アイドル�

だんだん歩きづらくなってくるのも､動くのが面倒になってくるのも「年だからしょうがない」なんて思っ
ていませんか？体の筋肉はお金と同じで貯えることができます。だからこそ、いざという時のために備えて
おきましょう！

今回は、簡単にできる｢左右の脇腹の筋力アップ｣をご紹介します。脇腹の筋肉は体のバランスをとる大切
な部分ですが、日常の生活ではあまり使われないために衰えやすく、脂肪がつきやすい部分です。この筋肉
が衰えると、体のふらつきや腰痛の原因になってきますよ。

最初は｢やさしい｣内容で行い、15～20回できるようになれば、次へチャレンジしてみましょう。

来月は平成13年7月生まれのお子さんです。
6月14日（消印有効）までに写真と20字程度
のコメント、住所、氏名（パパとママも）、
性別、生年月日を企画室までお寄せください。
なお写真はお返ししませんので、ご了承願い
ます。

募 集 内 容

椛本　百恵

①ひざを少し曲げて、体の力を抜いて楽に床に座
ります。

②左右の肩の高さはなるべく同じ高さを維持しな
がら、右側のお尻をゆっくり上げて戻します。
（左側も同様に行い、交互に繰り返していきま
しょう）
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月
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す
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楽
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に
し
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ま
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。
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このページではみなさん
からのお便りや取材で聞
いた意見・作品などを紹
介しています。
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ニッコリ お散歩と音楽が
大好きな子です。
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声をかけられるといつで
も笑顔でこたえるボク☆
見かけたら声をかけてみ
てください
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ん
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無尽蔵のパワーをもつ元
気いっぱいのやんちゃ姫
です！

ち
ゃん

元気でなければ、老後はつまらない！

やさしい

腕を横にふり、ウエスト
を大きくひねり動かしな
がら、お尻でウオーキン
グしていきましょう。
うまくできたら、そのま
ま後ろに下がっていきま
す。

慣れてきたらチャレンジ①

※動作中に関節などに痛みを感じたら、あなたにとって“きつすぎる運動”という
ことになります。痛みは体の危険信号なので、無理をしないで行いましょう。

菅野　恵介

大きく振ってバランス
をとりながら

町長にレプリカキーを渡したエイシ
ン運輸㈲社長桑島信一さん

ＰＮ.輪廻　琴

（ ）

立った状態で右ひじと左ひざを同時
にタッチ、または近づけていきます。
次に左ひじと右ひざも同様に行い、
交互に繰り返して行きましょう。
歩いている時に、この動作を時々取
り入れても効果的です！

右の脇腹の筋肉で右側のお尻を持ち上げる感じ
を意識します。わかりづらければ、右の脇腹に
手を当てて､脇腹を上に持ち上げる筋肉が使われ
ていることを確認してみましょう。

①

肩の力を抜いて

上半身は傾か
ないように

脇腹を上に
持ち上げる

慣れてきたらチャレンジ②
（ ）

②
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ち
ら

編
集
室
で
す

屋
外
が
暖
か
く
な
り
、
花
が
美
し

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

表
紙
に
掲
載
し
た
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ

ス
ケ
ッ
ト
と
は
、
吊
り
専
門
の
容
器

に
植
物
を
植
え
、
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れ
で
育
て
た
花

を
楽
し
む
「
小
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な
庭
」
で
す
。
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ー
ロ
ッ
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前
か

ら
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て
、
日
本
で
は
１
９

９
０
年
に
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阪
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開
か
れ
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「
国

際
花
と
緑
の
博
覧
会
」
を
機
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広
ま

り
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し
た
。
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で
す
。
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、
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と
、
あ
り
ま
す
よ
ね
。
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ー
デ
ニ

ン
グ
に
は
ヒ
ー
リ
ン
グ
効
果
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
て
、
最
近
で
は
病
院

や
老
人
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ー
ム
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園
芸
療
法
と
し
て

用
い
ら
れ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
で
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数

時
間
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ソ
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ン
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か
っ
た
ら
１
時

間
土
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じ
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す
る
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レ
ス
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法
が
紹
介
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れ
て
い
ま
す
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皆
さ
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も
花
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緑
に
触
れ
る
と
、

心
の
疲
れ
が
と
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
よ
。
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人の動き《平成14年4月末日現在》
人　口　25, 357人 （＋ 87人）
男　　12, 163人 （＋ 44人）
女　　13, 194人 （＋ 43人）
世帯数　 9, 622戸 （＋ 73戸）
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野
菜
の
作
付
面
積
と
収
穫
量

春
先
の
少
雨
で
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

農
作
物
の
生
育
は
順
調
な
よ
う
で
す
。
幕

別
町
で
は
、
小
麦
、
豆
類
、
て
ん
菜
、
い

も
類
と
並
ん
で
、
野
菜
も
生
産
量
が
多
い

作
物
で
す
。

近
年
、
野
菜
は
安
定
し
た
生
産
量
で
、

平
成
12
年
の
収
穫
量
は
３
８
２
１
０
ト

ン
。
幕
別
町
で
は
、
長
い
も
・
だ
い
こ

ん
・
に
ん
じ
ん
・
レ
タ
ス
な
ど
が
多
く
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。

札
内
・
千
住
・
相
川
地
区
で
栽
培
さ
れ

た
、
だ
い
こ
ん
は
、
戦
前
か
ら
「
チ
ロ
ッ

ト
大
根
」
の
名
で
広
く
知
ら
れ
て
い
て
、

質
の
良
い
、
こ
の
だ
い
こ
ん
を
多
く
の
人

が
買
い
求
め
ま
し
た
。

（
数
値
は
農
林
水
産
省
統
計
事
務
所
調
）
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にんじんは、十勝管内で１・２を争う
生産量です

野菜の作付面積と収穫量

ホームページアドレス
Ｅメール
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